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自治体首長を対象とした都市デザイン教育に関する研究 

‐米国における都市デザイン市長協会（ＭＩＣＤ）の活動に着目して 
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１ はじめに 

 人口減少社会の到来と地方分権の進展を背景として、都

市の個性を活かした魅力ある都市空間づくりが不可欠にな

っている。現代の民主主義社会において、そうした都市づ

くりを基礎づけるのは一人一人の市民の都市空間に対する

関心、意識の高さに他ならないが、一方で行政組織におい

ては、縦割り型施策の弊害を廃し、都市空間の総合的なデ

ザインを可能とする体制の構築が必要とされる。そして、

そのような体制構築を可能とする条件の一つは、各自治体

の首長が都市のデザインに関して一定の見識を持ち、かつ

リーダーシップを発揮することと考えられる。近年、我が

国においても自治体首長の都市デザイン面でのリーダーシ

ップを促す試みがみられるが(1)、そうした自治体首長の都

市空間に対する見識の向上や都市デザインのリーダーシッ

プの醸成が都市デザイン教育の課題として認識されている

とは言い難く、その事例や方法論に関する基礎的な知見の

蓄積も見られない。しかし、海外に目を転じてみると、米

国では、「市長に自分の都市のチーフアーバンデザイナーと

なる用意をさせることによってコミュニティの変革を手助

けする」ことを目的として、市長を集めた小規模短期間集

中セッションを軸とした活動を 25 年にわたって継続して

いる都市デザイン市長協会（Mayors' Institute on City 
Design、ＭＩＣＤと表記する)という実践例が存在する。 
 以上の状況を鑑み、本研究では、自治体首長に対する都

市デザイン教育に関する基礎的な知見を蓄積することを念

頭に置きつつ、米国におけるＭＩＣＤの活動を事例として

取り上げ、その活動理念や方針、具体的な手法と組織体制

について、それらの確立と維持・発展の経緯、そして現在

の活動内容について明らかにすることを目的とする。ＭＩ

ＣＤの実績は米国内で高く評価されており(2)、25 年という

活動期間は、その理念や方針が熟成し、手法や体制が確立

された持続的な取り組みであることの証左でもあり、その

経験を理解することで得られるものは大きいと予想される。 
我が国でＭＩＣＤについて包括的な紹介がなされたこと

はないが、米国においては、雑誌『PLACES』の 10 巻 2 号

（1996 年）でのＭＩＣＤ特集をはじめ、各種媒体での記事、

更にスポンサーの一つである全国芸術基金(National 
Endowment for Arts)が発行するパンフレット、ＭＩＣＤ自身

のウェブサイトなどを通じてその活動は当然広く紹介され

ている。しかし、活動の経緯を一次資料に基づいて整理し

た上で、現在の活動内容を報告した論考は存在しない(3)。   
本研究ではＭＩＣＤの活動を理念・方針、手法、体制と

いう３つの視点で整理、分析する。資料としては、現在、

ＭＩＣＤの事務局に保管されている 1986 年 10 月の第一回

セッション以降 2009 年末までの全セッションのブリーフ

ィングブック、ニュースレターのバックナンバーの他、Ｍ

ＩＣＤの共同創設者の一人であり、創設の経緯についての

論考(4)の著者であるジャクリン・ロバートソン氏へのイン

タビュー（2009 年 12 月 22 日）、創設期以降、ＭＩＣＤの

活動に関与してきたジョナサン・バーネット氏がイェール

大学図書館に寄贈した関連資料（Barnett Papers）も活用す

る。ＭＩＣＤの活動の現況については、ＭＩＣＤの現ディ

レクターであるストーリー・ベローズ氏へのインタビュー

（2009 年 11 月 10 日、2010 年 3 月 16 日）を実施した。 
 
２ 都市デザイン市長協会（ＭＩＣＤ）の活動の展開過程 

２－１ ＭＩＣＤ創設の発想の原点 

ＭＩＣＤ創設の発端となったのは 1984 年秋にヴァージ

ニア州シャーロッツヴィルにあるヴァージニア大学で開催

されたシンポジウム「デザインの政治」であった(5)。この

Arrival of a depopulating society and development of decentralization of power from central 
government to local governments require local cities and towns to recognize and refine their 
uniqueness and charms by urban design as public policies. In this situation, education for mayors 
about urban spaces and urban design is increasingly important. The purpose of this paper is to 
introduce the whole experience of the Mayors’ Institute on City Design as practical case of such 
education in United States. The philosophies and objectives of the institute, for example, attitude both 
as a ‘teacher” and “student”, venue as demonstration of excellence in design, deserve further 
consideration, as well as its simple format of session and well-established partnerships with three 
organizations.   
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シンポジウムのオーガナイザーで、当時ヴァージニア大学

建築学科のディーンであったジャクリン・ロバートソンは、

「いかにすれば都市の重要なデザインに関する意志決定に

影響を及ぼすことができるか」という問題意識のもとで、

建築雑誌編集者であったジョナサン・バーネットらととも

に 1965 年のジョン・リンゼイのニューヨーク市長選挙運動

に志願してスタッフとして参画し、1966 年から 1973 年ま

でのジョン・リンゼイ市政に、都市デザイン行政の確立を

提言した都市デザイン特別委員会委員、そしてニューヨー

ク市ミッドタウン開発室のディレクター等として行政内部

から直接関与した経験を有していた(6)。ミッドタウン開発

室のディレクターを辞した後は設計事務所を設立し、建築

家として名声を得て、更に 1970 年代後半にはイランの首都

計画などの仕事を手掛けていた。この時期に、バーネット

の紹介で、1975 年からサウスキャロライナ州チャールスト

ン市の市長を務めていたジョセフ・Ｐ・ライリー・ジュニ

アに出会い、チャールストンでの仕事を開始していた(7)。 
1980 年にヴァージニア大学に着任したロバートソンは、

第 3 代アメリカ大統領トーマス・ジェファーソン自らがデ

ザインを主導したヴァージニア大学のキャンパス（写真‐

１）の体感を通じて、改めてデザインに政治家が関わる可

能性を再認識したこともあり、政治とデザインをテーマと

したシンポジウムを主催することにしたのである。このシ

ンポジウムには、旧知のリンゼイ、ライリーという都市デ

ザインを推進する二人の政治家に加えて、ニューヨーク州

の再開発公社等でディレクターを務めたエドワード・ロー

グ、社会学者でハーヴァード大学教授のネーサン・グレー

ザー、そしてロバートソンが参加し、良いデザインのため

の政治的地盤や推進方法、デザインを公共政策の課題とす

ることで自ら体験した苦労や成果について議論を交わした。 
このシンポジウム後、ライリーは 1985 年 1 月 10 日付け

のロバートソンに宛てた書簡(8)の中で、「都市デザインに関

する市長のための年次プログラムまたは機関の設立」のア

イデアを披露した。ライリーは現代を 1960 年代に一度死を

宣告されたアメリカの都市を再構築している過程と捉え、

実施中あるいは将来実施される都市開発プロジェクトを魅

力的な場所づくりに貢献するもの、そして米国を魅力的で

活力のある都市を有する国とするために何ができるのかと

いう問題提起を行った。そして、そうした都市開発プロジ

ェクトに影響を及ぼすことができる市長はチーフ都市デザ

イナーであるとした。ただし、市長が建築家やランドスケ

ープアーキテクトになるべきなのではなく、都市デザイン

の質の問題により関心と認識を持つべきであること、既存

の様々なプログラムがあり、優れたスタッフを有する自治

体もあるが、これらのプログラムに市長がより重要な役割

を担うかたちで参画する方法は検討の余地があることを指

摘し、ヴァージニア大学に都市デザイン市長協会を設立す

ることを提案した。ＭＩＣＤの理念は既に胎生していた。 
ライリーは、毎年適当な人数の市長を招待し、更に少な

くとも一人は市長が会議に出席したくなるような大物のゲ

ストを呼び、興味深いプログラムとカリキュラムの、ジェ

ファーソン設計の自邸モンテチェロ、もしくはヴァージニ

ア大学を会場とした興味深くかつ楽しい会議とするといっ

た方針も提案した。この時点では、このアイデアが実現可

能か、市長たちにアピールするのかについては自信を持っ

ていなかったライリーは、ロバートソンと米国市長会議

（US Conference of Mayors）ディレクターのジョン・ガンザ

ー、及びバーネットに意見を求めるとともに、ロバートソ

ンにはヴァージニア大学自体の関心、ガンザーには全米市

長会議の関心について調査を依頼し、更に費用面について

は全国芸術基金や建築家協会等を想定していると伝えた。 
２－２ ＭＩＣＤの理念・方針、手法の草創 

この提案を受けて、ロバートソンはまずヴァージニア大

学に会場使用の了承をとり、財政面での支援を求めて全国

芸術基金デザインアーツプログラムのディレクターのアデ

ル・チャットフィールドテイラー、組織面でのアドバイス

を求めてジェファーソンの思想を受け継ぐジェファーソン

財団のディレクターであり、ホワイトハウスフェローとし

て国政参加経験のあったジョアン・アブラハムソンに呼び

掛け、ライリーの提案の実現、具体化作業に取り掛かった。 
 そして 1985 年 11 月の第 86 回全国芸術会議(National 
Council on the Arts)で、全国芸術基金デザインアーツプログ

ラムからＭＩＣＤ創設が申請され、許可された。デザイン

エクセレンスプログラムとして、上限 15 万ドルの助成が決

まった。助成決定後、ロバートソン、チャットフィールド

テイラー、アブラハムソンは議論を重ね、このプログラム

を実行する協力機関の選定のための限定的競争公募の提案

募集書類(9)を作成した。この書類にＭＩＣＤの基本的な理

念・方針が示された（表-１）。端的には市長とデザイナー、

専門家たちが対等な立場で相互に知見を提供し学びあう、

周到に準備されたプログラムに従って、質の高い会場で非

公開で実施される静修の場というものであった。後にロバ

ートソンは創設期の合意事項として、遅刻早退なしの全日

程参加、市長単独参加・発表、非公開の 3 点を挙げた(10)。 
 この提案公募の結果、当初想定していたとおり、ヴァー

写真-１ ジェファーソンがデザインしたヴァージニア大学の

キャンパス空間（中央の建物がＭＩＣＤの会場となったロトンダ） 
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フォーラムの目的は、市長同士やデザイナー、デザイン専門家
の中でのプレゼンテーションや議論を通じて、都市のプランニン
グやデザインにおける統合的な要素としての都市のフィジカルな
イメージやビジョン創出の方法に関して、市長のより良い理解を
助けることである。それぞれのフォーラムは、党派に関係なく、
世間からの注目から離れて、都市のデザインに関する専門や経験、
洞察、問題、異なる見方を隔意なく共有する、市長とデザイナー
たちの協働を育成する小規模な静修の場である。 
それぞれのフォーラムの期間は二日半とし、平均 12人の参加者

で、半分は市長、半分はデザイナーやデザインの専門家とする。
これらの専門家には、建築家、プランナー、ランドスケープアー
キテクト、ディベロッパー、実業家、市職員、都市デザイナー、
芸術家、学者などが含まれるだろう。参加者や舞台、内容につい
ては全国芸術基金のプログラムディレクターが決定する。 
このフォーラムはいくつかの点で他の会議とは区別される。 

１）参加者は皆、「教師」であり「生徒」である。それぞれの参加
者が経験、洞察、知識（正式なプレゼンテーションが要所要所で
実施される）を出し合い、他の人からの価値のある知識と情報を
持ち帰ってもらうことを意図している。 
２）フォーラムの準備には最大限の注意を払う必要がある。アイ
デアや課題を腹蔵なく議論し、相互理解を進めるための落ち着い
た私的な静修の場としてプログラムを適切に特徴づけることが不
可欠である。 
３）ミーティングの適切な質を約束すること。フォーラムではあ
らゆる細部にまで良いデザインを具現化することが不可欠であ
る。良いグラフィックス、美しい環境、よく練られた食事、素晴
らしい段どりなどである。それぞれのフォーラムはデザインとプ
ランニングの洗練が経済的な予算内で実現可能であることを示す
機会となるべきである。 

ジニア大学建築学部がパートナーに選ばれた。そして、1986
年 10 月に、ヴァージニア大学を会場として、招待された 7
名の市長と、ライリー他共同創設者の 4 名、1984 年秋の「デ

ザインの政治」に参加していたローグとグレーザー、更に

は建築家のレオン・クーリエ、元サンフランシスコ都市計

画局長でＵＣバークレー教授のアラン・ジェイコブスらリ

ソースチームの 16 名が参加して、第一回ＭＩＣＤセッショ

ン(11)（ＭＩＣＤ1）が開催された。以降、当初予定の５回の

セッションは、全てヴァージニア大学を会場として開催さ

れた。何れの回でも、専門家たちは自分の経験に基づいた

都市デザインに関するレクチャーを行い、市長たちは自分

の市のポストカードを持参して都市の概要やイメージを語

るところから話を始め、具体の課題を素材に議論するとい

う極めてシンプルなプログラムが遂行された。 
２－３ ＭＩＣＤの活動の広がりと手法の確立 

 1988 年 4 月、全国芸術基金からの依頼を受けて、ジョナ

サン・バーネットがＭＩＣＤの活動の評価レポートを提出

した。その草稿(12)の内容は、ＭＩＣＤの継続の必要性があ

るか、現在のセッションのフォーマットは機能しているか、

資金の使い方として有効か、ＭＩＣＤは恒常的な機関とな

るべきか、そうであれば最も主要な課題は何か、誰がＭＩ

ＣＤに参加すべきか、誰がＭＩＣＤを運営し、方向付けを

与えるべきか、どのような活動がＭＩＣＤの活動を補強す

るか、どうやって恒常的な機関とするのか、全国芸術基金

はどのような役割を担うべきかという問いを設定し、本人

のＭＩＣＤ参加経験のみならず、創立関係の書類と創設者

等へのインタビュー、セッション参加者へのアンケート結

果に基づいて論じたものであった。バーネットは基本的に

ＭＩＣＤの活動意義やフォーマットの有効性を高く評価し

たが、市長やリソースチームを賓客として迎えること（旅

費をＭＩＣＤ側が負担することで、市長も費用を議会等に

諮る必要がなく招待を受けやすくなっている）、随員なしで

市長が単独で参加すること（市長以外の代役が参加した時

の、参加している他の市長への悪影響や予算面での超過な

どが懸念される）といった幾つかの具体の方針についての

妥当性にも言及した。また、特定テーマ型のセッションの

開催、成功事例集の作成といった具体的な改善提案の他、

フォローアップや、全国芸術基金に資金面で完全に依存し

ているＭＩＣＤの財政基盤の脆弱性を克服し、財政的、運

営的に独立機関となるための基金募集キャンペーン等、今

後の大きな方向性についても記述していた。 
このバーネットのレポートを基に、1988 年 5 月 25 日に

ＭＩＣＤの将来を議論する会合が開催された(13)。ここでＭ

ＩＣＤの恒常機関化、基金募集の必要性、セッション後の

フォローアップの方法、議論すべきテーマ等について検討

がなされたが、大きく理念・方針、方法、体制を変えると

いう結論にはならず、むしろシンプルな組み立てを維持す

ることが確認された。そして、以降 1995 年に至るまでの間

は、全国芸術基金とヴァージニア大学建築学部が主要スポ

ンサーとなり、全国芸術基金がセッション開催費用の全額

を、ヴァージニア大学がスタッフ人件費を負担する体制を

とった。スタッフは全国芸術基金デザインアーツプログラ

ムの非常勤スタッフとして雇用され、ヴァージニア大学自

体はあくまで協力者に徹した(14)。つまり、ＭＩＣＤは財政

面、運営面で全国芸術基金に大きく依存した組織であった。 
一方で、1989 年度から全米を中西部、東北部、南部、西

部に分け、それぞれの地域の大学（ミネソタ大学、ＭＩＴ，

チュレーン大学、ＵＣバークレー）がホストになり、やは

り全国芸術基金からの助成を得て、その地方の中小規模の

都市の市長を招待する地域セッションが開始され、活動量

は倍増した。各地域セッションのフォーマットはこれまで

の全国セッションと同一のものが採用された。 
 更に、通常のセッション以外の活動として、1990 年 10
月にチャールストンで開催されたナショナルトラスト主催

の全国保存会議の一環として、全国芸術基金からの助成を

受けて開催された、ＭＩＣＤ特別セッション「デザイン、

保存そしてコミュニティのニーズ」で、12 名のＭＩＣＤ参

加経験市長が初めて集い、議論を行ったのを皮切りに、1991
年からは、毎年度の全米市長会議の全国大会の際に、ＭＩ

ＣＤ参加経験者を対象とした都市デザインに関するレクチ

ャーを聴く朝食会を開催するなど、フォローアップを意識

した取り組みも始まった。その中には、1992 年 4 月に開催

されたＭＩＣＤ12 に参加したサバンナ市長の要請で、やは

りＭＩＣＤ12のリソースチームの一員を含む4名の専門家

を派遣し、市民参加型のワークショップを開催するなどの

特定の地域での本格的なフォローアップの試みも見られた。  
こうしたＭＩＣＤの活動量の増加に対し、1992 年冬には

「ＭＩＣＤの拡張は、一貫性への更なるコミュニケーシと

注意を必要とする。この問題はプログラムの寿命にとって

決定的である。ここでの全ての勧めと手続きは 1986 年に発

想され、1989 年に拡張されたプログラムの目標、目的の維

持の枠組みを提供する」として、「ＭＩＣＤマニュアル」(15)

表-１ 提案公募募集書類【抜粋】（1986年） 
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Ⅰ イントロダクション 
Ⅱ 歴史と哲学 
Ａ協会 Ｂ会場 Ｃフォーマット 
Ⅲ 協会 
Ａ 初日 Ｂ ワーキングセッション Ｃ 昼食 Ｄ 夕食 
Ⅳ 準備とプロダクション 
Ａ タイムラインとワークプラン 
Ｂ 招待と連絡（１参加者選定 ２オブザーバーと追加の食事ゲス

ト ３手紙） 
Ｃ 参加者の準備（１市長スタッフとの仕事 ２リソース人材の準

備 ３アジェンダ ４ ファイル／リスト） 
Ｄ 配布物と文具（１文具／用紙 ２プラカード、ネームタグ／プ

レイスカード） 
Ｅ ブリーフィングブックの準備（１一般情報 ２フォーマット）
Ｆ 手配 （１日程調整 ２施設予約／スタッフ手配 ３飛行機・

交通機関 ４宿泊 ５会議室 ６リスト７交通 8駐車場） 
Ｇ 現場スタッフ・仕事 （１学生コーディネーター ２スライド

技術者 ３学生の仕事／ドライバー ４請負業者・仕出し屋の
準備 ５議事録 ６写真家） 

Ｈ フード（１仕出し屋 ２食事の場所 ３レンタル ４スナック
５装飾） 

Ｉ 資料と準備（１ホテルルームのギフト ２用具 ３書籍・冊子
４会議部屋資料 5一般資料・用具 ６会議部屋の準備・掃除）

Ｊ プレスと出版物（１プレス ２その他の出版物） 
Ｋ フォローアップ（１サンキューノート ２アンケート ３ニュ

ースレター ４ケアパッケージ） 
Ｖ 運営体制 
Ａ 人材配置   Ｂ ＭＩＣＤ協力契約（１概要 ２プロジェク

トの運営 ３契約終了）   Ｃ アドレス 
Ⅵ 付録 

（１）資金調達に関する課題
ＭＩＣＤは高評価を得ているプログラムであり、本来各所からの資
金調達が期待できるが、全国芸術基金が民間基金からの資金調達を
支援することはできない。また、協力者である大学が資金調達する
ことも現実的ではない。例えばハーヴァード大学がＭＩＣＤの名で
資金調達を行うことがあっても、それはハーヴァード大学自体の活
動のためで、全国芸術基金のためではない。実際にハーヴァード大
学は資金を調達したが、それはＭＩＣＤの通常セッションよりは、
むしろハーヴァード大学でのＭＩＣＤの補足的な活動に使用され
た。特に契約上、マッチング条項がないため、ハーヴァード大学側
に全国芸術基金のために資金を調達する動機がない。 
（２）本部機能維持に関する課題 
ワシントンＤＣに本部機能を果たすオフィスが必要であるが、別の
場所に拠点を持っている協力者がワシントンＤＣの本部を維持し
続けるのは現実的でない。 
（３）ＭＩＣＤの本質的価値の維持に関する課題 
ＭＩＣＤに責任を持ち、それを代表して資金を調達する機関は、ど
んな機関でもＭＩＣＤを自分のミッションのために利用している
と見られてしまい、そのことがＭＩＣＤの本質的な価値を貶めるこ
とになる。ハーヴァード大学も同様の非難にさらされた。 

が編集された。イントロダクションでは、ＭＩＣＤの全て

のプログラムに共通する目標を、１）都市のデザインへの

意識を喚起し、デザインプロセスの基礎に影響を与える 

２）市長がコミュニティの物的デザインに影響を与えうる

独特なポジションにいることの再認識を促す ３）市長が

日々下す多くの決定はデザインと関係することを再認識さ

せる ４）デザインが解決策を出せるのか出せないのかを

見極め、解決策がどこに築かれるのか、そのエリアを特定

し、より良いデザイン解決に導く適切な質問をすることを

助ける。ただし、解決策そのものを与えるわけではない 

５）行政官が直面している制約を明らかにすることでデザ

インの専門家の視野を広げる、と整理した。一方的な「教

師」-「生徒」関係ではない双方向的啓発という基本方針、

通常のワークショップやシャレットとは異なり、具体の課

題に対する解決策の導出ではなく、都市デザインに関する

市長の意識や知見を高める教育効果こそがセッションの本

質であると明確に述べている。そして、以降、創設者たち

の言葉を引きながら理念・方針の継承を試み、その方針の

一つでもある細部まで良いデザインを徹底するための方法

として、セッションの準備やプロダクションについて、き

め細かく必要な作業や注意点を明文化した（表-２）。つま

り、ＭＩＣＤの手法はここに確立されたのである。 
２－４ ＭＩＣＤの体制の変革と確立 

1994 年 10 月開催のＭＩＣＤ17、1995 年 4 月開催のＭＩ

ＣＤ18 は、ＭＩＣＤが最良の環境と評価し、開催場所とし

て重視していたヴァージニア大学を離れ、テキサス州サン

アントニオの会議場での開催となった。そして、1994 年か

ら始まっていた共和党議員による全国芸術基金廃止運動の

影響を受け、全国芸術基金によるＭＩＣＤへの継続的な高

額助成の先行きが不透明になる中、ＭＩＣＤの創設者たち

は「全国芸術基金からの助成はマッチングファンドとし、

ＭＩＣＤは独自にスポンサーを探すべきだ」と提言した。

しかし、全国芸術基金側が「マッチングファンドはＭＩＣ

Ｄに対する全国芸術基金の権限を弱くする」と反対した(14)。

結局、マッチングファンド導入は見送られ、1995 年 3 月に

全国芸術基金はハーヴァード大学デザイン大学院と新たに

3 年間のパートナーシップ契約を結び、ハーヴァード大学

が全国セッションを受け持つことになった。ワシントンＤ

Ｃの全国芸術基金とは別に、ハーヴァード大学に新たなス

タッフが配され、1995 年 10 月にはハーヴァード大学を会

場としたＭＩＣＤ19 が開催された。以降、1997 年 5 月開催

のＭＩＣＤ22 まで、この体制でセッションを実施した。 
このパートナーシップ契約は、「ＭＩＣＤがその環境の大

きな変化に対応する一方、その強みを慎重に保持し続ける

ための選択肢を特定し、分析することを支援するのが役割

である。このプロセスはＭＩＣＤのプログラムの目的や計

画、組織構成や財政面でのオルタナティヴの検証も含まれ

る。」(16)とその活動が説明されたアドバイサリー委員会の設

置が条件となっていた。ＭＩＣＤの理念・方針、手法の継

承と体制の模索の仕組みが織り込まれていたのである。Ｍ

ＩＣＤ19 の初日にはアドバイザリー委員会の初回会合が

開催され、ライリーやロバートソン、バーネットら創設期

からの関係者がメンバーとして出席した。 
しかし、ハーヴァード大学とのパートナーシップ契約は、

間接経費やセッション受け入れ費用がヴァージニア大学よ

り高額で、その影響でＭＩＣＤのスタッフが減らされ、本

部機能が支障をきたすといった問題が生じた。全国芸術基

金のプロジェクト・ディレクターとしてＭＩＣＤに関わっ

ていたクリスチャン・サウムは、1997 年 6 月に、アートプ

ログラムのディレクターに送った書簡、更にライリーに求

められてＭＩＣＤの将来ビジョンを著した書簡の中で、全

国芸術基金と協力者である各大学とのマッチング条項のな

い協力契約に基づく体制の課題を指摘していた(17)（表-３）。 
ライリー、サウムらは、こうした課題を解決するために、

ＭＩＣＤは自ら資金を調達する独立した組織を目指すべき

だと主張した。1997 年 8 月には、ＭＩＣＤ創設者との全国

芸術基金のシニアスタッフが集い、ＭＩＣＤの今後につい

表-２ ＭＩＣＤマニュアルの目次（1992年） 

表-３ サウムによる問題点の指摘（1997年） 
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て議論し、全国芸術基金、全米市長会議、及び今後打診を

行うデザイン機関とのパートナーシップに基づく新体制が

提案され、ヴァージニア大学とのパートナーシップも再開

する方向性が決まった(18)。更に 11 月にはヴァージニア大学

を会場として、ＭＩＣＤ参加経験者特別会議が開催され、

再度、ＭＩＣＤの将来像が議論されたのである。 
 そして、1998 年度からは、ＭＩＣＤは全国芸術基金、全

米市長会に、アメリカ建築基金(American Architectural 
Foundation)を加えた三者のパートナーシップのもとで活動

することになり、1998 年 5 月には、ＭＩＣＤ23 が 4 年ぶり

にヴァージニア大学を会場として開催された。 
全国芸術基金は全国セッションと地域セッションの費用

として、毎年ほぼ 40 万ドルの１：１のマッチング助成の提

供、アメリカ建築基金はスタッフ（ディレクター、副ディ

レクター）の雇用と提供、全米市長会は事務局スペース及

び市長へのアクセスの提供といった役割分担が明確にされ

た。財源面では、1988 年のバーネットの提言以来、ライリ

ーやサウムが主張していた全国芸術基金からの助成のマッ

チングファンド化により、ＭＩＣＤは自ら資金調達を行う

組織となった。また、サウムの意見を踏まえるかたちで、

本部機能もワシントンＤＣに本部を持つアメリカ建築財団

と全米市長会議によって維持されることになったのである。 
このパートナーシップを前提に、1990 年代後半以降は、

米国環境保護局との共催のブラウンフィールドセッション

や米国住宅都市開発局とのハウジングセッションなどの特

定テーマ型セッション、ガルフコーストやワシントンＤＣ

など特定地域型セッションなど、マッチング分の外部資金

の調達に合わせて、従来に増して数多くのセッションが開

催されるようになった。しかし、ＭＩＣＤの理念・方針、

手法はこれらのセッションでも維持された。 
 
３ 都市デザイン市長協会（ＭＩＣＤ）の現在の活動 

３－１ セッションの詳細 

ＭＩＣＤの活動の軸であるセッションは、1986年のＭＩ

ＣＤ１以降、地域セッションも含めて、ほぼ全てが基本的

には共通のシンプルなフォーマットで実施されてきている

（表-４）。2日間半の日程で、初日に会場のある都市のウ

ォーキングツアーや趣旨説明があり、二日目以降はリソー

スチームのプレゼンテーションと市長一人一人による市の

概要と抱える具体的な課題についてのプレゼンテーション、

そしてそれに対する議論が一セットで実施される。市長の

プレゼンテーションと議論は、一都市あたり75分が標準で、

参加人数によりより多くの時間を取る場合もある。 

一回のセッションに招待される市長は8名程度であり、

それと同数程度の、市長のプレゼンテーションに対して専

門的な見地からコメントするとともにレクチャーも担当す

るリソースチーム、ホスト役を務めるスポンサーサイドか

らのリーダーシップチームが加わる。市長は自らのプレゼ

ンテーションだけでなく、全日程に市長単独で参加し、報

道陣等は入れない非公開形式の原則は現在でも継承されて

いる。ランチやディナー、食後のラウンジでの会談まで丁

寧にデザインされており、市長とリソースチームはプログ

ラム全体を通じて交流、議論を深めることになる。 

 各セッションに招待される市長は、全米市長会の推薦リ

ストから選ばれるが、その条件は任期を 2 カ月以上残し、

これまでに参加経験がないことであり、セッションのトピ

ックとの関係や、人口規模（全国セッションは 15 万人以上、

地域セッションは 1 万 5 千人から 15 万人規模の都市が対

図‐１ 1986年から2009年までの都市デザイン市長協会（ＭＩＣＤ）のセッションと体制の変遷 
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1日目                                       
参加者の到着 
15-17時 オプション ウォーキングツアー  
18-19時 カクテルタイム 
19時 オープニングディナー 
19時45分 イントロダクション 
21時45分 オプション ホテルラウンジでの会談 
2日目                                        
7時 朝食 
8時30分 ホテル出発 
9時―9時10分 イントロダクションと概観 
9時10分―9時30分 リソースチームのプレゼンテーション 
9時30分ー10時50分 市長によるケーススタディのプレゼンテーションと議論 
＜休憩＞ 
11時05分―11時25分 リソースチームのプレゼンテーション 
11時25分ー12時45分 市長によるケーススタディのプレゼンテーションと議論  
＜ランチ 
13時45分―14時05分 リソースチームのプレゼンテーション 
14時05分ー15時25分 市長によるケーススタディのプレゼンテーションと議論 
＜休憩＞ 
15時40分―15時50分 集合写真撮影 
15時50分―16時10分 リソースチームのプレゼンテーション 
16時10分ー17時30分 市長によるケーススタディのプレゼンテーションと議論 
17時45分 ホテル帰還 
19時― ディナー 
21時45分 オプション ホテルラウンジでの会談 
3日目                                        
7時 朝食 
8時30分 ホテル出発 
9時―9時20分 リソースチームのプレゼンテーション 
9時20分―10時40分 市長によるケーススタディのプレゼンテーションと議論 
＜休憩＞ 
10時55分―11時15分 リソースチームのプレゼンテーション 
11時15分ー12時35分 市長によるケーススタディのプレゼンテーションと議論  
＜ランチ＞ 
13時45分―14時05分 リソースチームのプレゼンテーション 
14時05分ー15時25分 市長によるケーススタディのプレゼンテーションと議論 
＜休憩＞ 
15時45分―16時05分 リソースチームのプレゼンテーション 
16時05分ー16時25分 セッションの評価とまとめ 
16時30分 会場出発 
19時― ディナー 

象）、性別、人種、立地の多様性を考慮して候補者を決定す

る。オープンな議論を行うために、隣接している都市同士

の市長が招待されることはない。リソースチームの編成は

最も細心の注意が必要なところで、その能力が第一の選定

基準であるが、性別や年齢、建築、アーバンデザイン、都

市計画、ランドスケープ、ディベロッパー等、プロフェッ

ショナルなバックグランドが異なる人々で、セッション経

験者、未経験者を組み合わせて構成される。 
 事前に配布されるブリーフィングブックには、詳細なプ

ログラムと参加者リスト、地図や写真等を使用した各都市

の概要と課題の説明、過去のセッションの参加者一覧、都

市デザイン用語集、参考文献が収録されている。 
３－２ セッションの効果とフォローアップの試み 

 2009 年末の時点で、ＭＩＣＤのセッションに参加した市

長は合計で 800 名を超えている。ＭＩＣＤのニュースレタ

ーには、セッションに参加した市長たちの好意的な感想や

その後の各都市での都市デザインの進展も掲載されている。 
しかし、そもそもＭＩＣＤの基本方針として課題の解決案

を出すことを目的としていないこともあり、セッション後

の具体的なアクションに関する追加アドバイスを求める声

も根強い(19)。そうした要求に応えるかたちで、2008 年度に

はダラス基金エドワード・Ｗ・ローズ家族ファンドから 25
万ドルの資金提供を受けて、2 年間の限定で技術支援

（Alumni Technical Support）制度が創設され、セッションに

参加した経験がある都市の中から公募を経て選ばれた８都

市においてリソースチームと市の職員や地元団体とのシャ

レットが実施された。また、2010 年度には全国芸術基金が

ＭＩＣＤ創立 25 周年を記念した、セッション経験都市を対

象とした特別助成プログラムを用意するなど、長年の課題

であるフォローアップの仕組みの構築に取り組んでいる。 

４ おわりに 

 以上のように、ＭＩＣＤの理念は創設以来一貫しており、

市長にその地位が都市のデザインに大きな影響を及ぼし得

るものであることを認識させ、都市のデザインの質への見

識を高めるというものである。その手法は、市長と専門家

との間の双方向的啓発を基本としたシンプルな形式の短期

間セッションである。体制としては、当初より連邦政府関

係機関である全国芸術基金が財政面で支え続けているとい

う点が特徴であるが、1998 年以降は、全国芸術基金以外の

スポンサーも参画している。全国芸術基金への財政面での

依存は政府の政策的な転換に左右される不安定さを抱えて

いる一方、ＭＩＣＤが完全な独立組織として独自にスポン

サーを獲得するというのも経済状況に左右される不安定さ

を伴う。現在の１：１マッチング助成という仕組みは、そ

の中間で巧みにバランスをとった体制であると考えられる。 
 こうした取り組みが 25 年にわたり継続している背景に

は、都市デザインにおけるリーダーシップの重要性に関す

る国民的理解があると考えられるが、それはそれぞれの都

市での具体の成果によって支えられているはずである。し

かし、市長に対する啓蒙、教育プログラムと、各都市で具

体の成果を生み出す行政組織内のデザイン力向上や具体的

課題に対するデザイン的解決への支援施策との関係は必ず

しも確立されていない。今後、ＭＩＣＤによるフォローア

ップの仕組みとともに、市長への啓蒙、教育以外の部分を

担う他組織との連携構築の進展に注目していく必要がある。 
 
脚注 
(1)例えば、まちなみ・沿道景観研究会（2009 ）、『提言 沿道まちづく
りのすすめ 市長への手紙』、財団法人都市づくりパブリックセンター。 
(2)ＭＩＣＤは 1992 年に Institute Honor Award(American Institute of 
Architects) 、 1997 年に Progressive Architecture award(Architecture 
magazine) 、2000 年にPresidential Award for Design Excellenceの各章を
受賞している。 
(3)現ディレクターのベローズ氏によれば、ＭＩＣＤ自身も、これまで
の活動の経緯を整理する作業は行っていない。 
(4)Robertson, Jaquelin (1996), The Best Sort of Schooling, Places, 10(2), 
pp.9-10 
(5)シンポジウムの内容については、前掲 Robertson(1996)及びロバート
ソン氏へのインタビューに基づいて記述する。 
(6)ニューヨーク市の都市デザイン行政の全貌については、ジョナサ
ン・バーネット著・六鹿正治訳（1977）『アーバンデザインの方法』（原
題Urban Design as Public Policy）、鹿島出版会に詳しく解説されている。 
(7)ライリーのチャールストンでの都市デザインの実績は、服部圭郎
(2007)、『衰退を克服したアメリカ中小都市のまちづくり』、学芸出版社
に詳しい。 
(8)この書簡は、同報でガンサーとバーネットにも送られた。Barnett 
Papers in Yale University Manuscripts and Archivesの中にコピーが残され
ている。『Places』10 巻 2 号にも修正割愛を加えた上で掲載されている。 
(9) In Barnett Papers in Yale University Manuscripts and Archives 
(10)上述Robertson(1996) 
(11)ＭＩＣＤの主軸事業は、当初「フォーラム」と呼ばれていたが、本
稿では近年の呼称である「セッション」で統一する。 
(12)Barnett, Jonathan (1988), The Future of the Mayor’s Institute on City 
Design, in Barnett Papers in Yale University Manuscripts and Archives 
(13)Barnett Papers in Yale University Manuscripts and Archives、議題と議事
録メモがある。 
(14) Letter from Christine Saum to Scott Shanklin Peterson, June 3, 1997, in 
Barnett Papers in Yale University Manuscripts and Archives 
(15)MICD 事務局所蔵。 
(16)Briefing Materials of The MICD Advisory Committee Meeting, October 
12, 1995 in Barnett Papers in Yale University Manuscripts and Archives 
(17)両書簡ともBarnett Papers in Yale University Manuscripts and Archives 
(18)Letter from Scott Shanklin Peterson to John T. Casteen III, November 5, 
1997, MICD 事務局所蔵。 
(19)なお、ＭＩＣＤはセルフプロモーションの場ではないという理由で
リソースチームと参加都市との業務契約は 1 年間は禁じられている。 

表-４ ＭＩＣＤセッションのプログラム例 
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